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分けた『文体練習JlExercices de style (1947)や、ベストセラー小説『地下鉄のザ、ジ』






















































































































































































世界は彼を虚仮にしていた (Lernonde se jouait de lui)。この漁港の背後にも秘
密があり、この断崖、この標石、この吸殻の背後にも謎があった。
「そう」と彼は言った。「ひとさしの吸殻でさえ真実を隠しているんだ」
「えっ ?Jピエー ルは言った。[..・H ・〕
「ひとさしの吸殻さえ、なんだかわからないって言ったんです。なんだか
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を・言い・ませんJ(Je Ne Vous Le Dirai Pas) 0 I知・り・ま・せ・ん!J と叫ぶエテ
ィエンヌとの対照性は明白だ。
エティエンヌにとっておそるべき「かくれんぼ遊び」のように現れ、「彼を虚仮
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道具である。 VoirPaul GAYOT，<< Notice [du Dimanche de la vie] >， dans Romans 1， op. cit.， 
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